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今
年
度
、
新
幸
谷
行
政
区
及
び
小

手
指
行
政
区
の
一
部
を
実
施
区
域
と

し
て
地
籍
調
査
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
業

実
施
区
域
内
の
土
地
所
有
者
の
み
な

さ
ん
を
対
象
に
事
業
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
事
業
実
施
に

先
立
ち
ま
し
て
、
地
籍
調
査
事
業
の

内
容
や
流
れ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
地
籍
調
査
と
は
】

　
人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土
地

に
も
地
番
、
地
目
、
面
積
、
所
有
者

と
い
っ
た
よ
う
な
地
籍
と
い
う
も
の

が
存
在
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
土
地
に
関
す
る
記
録
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
公
図
の

多
く
は
、
明
治
時
代
の
地
租
改
正
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
地
図
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
土

地
の
境
界
が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
、

測
量
も
不
確
か
な
部
分
も
多
く
、
土

地
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
と
は
、
土
地
所
有

者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、

こ
の
よ
う
な
不
確
か
な
部
分
を
修
正

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　
本
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
事
業
は
、

平
成
12
年
の
江
川
Ⅰ
地
区
を
始
め
と

し
て
、
一
地
区
に
つ
き
３
年
間
を
掛

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
地
籍
調
査
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
】

　
地
籍
調
査
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
で
、
土
地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、
主
に
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

境
界
紛
争
等
の
色
々
な
ト
ラ
ブ
ル
等

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

　
土
地
の
境
界
が
不
明
確
な
た
め
、

住
民
間
や
官
民
間
に
お
い
て
境
界
紛

争
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
た

場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
間
で
確
認

さ
れ
た
境
界
に
基
づ
い
て
、
地
籍
測

量
を
行
い
地
籍
図
を
作
成
し
ま
す
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
で

も
容
易
に
境
界
線
の
復
元
が
可
能
と

な
り
、
地
籍
調
査
時
点
に
お
け
る
境

界
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
解
決
に

役
立
ち
ま
す
。

災
害
等
の
復
旧
に
役
立
ち
ま
す

　
万
が
一
、
家
屋
や
目
印
と
な
っ
て

い
た
工
作
物
等
が
災
害
に
よ
っ
て
滅

失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
等
、
目
で
見

て
自
分
の
土
地
が
判
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
地
籍
調
査
が
完
了
し

て
い
れ
ば
元
の
位
置
を
容
易
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
復
旧
作
業
が
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
等
、
災
害
復
旧
時

に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

【
境
界
が
確
認
さ
れ
な
い
と
】

　
地
籍
調
査
で
も
境
界
が
確
認
さ
れ

な
い
場
合
や
、
隣
接
土
地
所
有
者
の

不
立
会
い
に
よ
り
境
界
の
確
認
が
で

き
な
い
場
合
は
「
筆
界
未
定
」
と
し

て
処
理
し
ま
す
。

　
筆
界
未
定
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す

と
、
登
記
簿
上
は
調
査
前
と
変
わ
ら

な
い
状
態
で
す
が
、
調
査
後
の
登
記

手
続
に
つ
い
て
不
便
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

【
土
地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
へ
】

　
本
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
は
、
土

地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
土
地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
し
て
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
所
期

の
目
的
の
達
成
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
環
境
課
　
地
籍
調
査
Ｇ

　
☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

年 項　　　　目 予定月 内　　　　　　　　　　容

・一筆地調査前の大切な説明会です。地籍調査

　事業について、境界立会い、杭打ち、分筆、

　合筆等について説明会を開きます。

・個人土地境界の立会い、杭打ちを行います。

・一筆ごとに所在、地番、所有者、地目、土地

　の形状等について調査します。

・一定条件が合えば、分筆、合筆ができます。

・町委託の測量業者にて、確認した土地（一筆ごと）の

　杭の位置を測量します。

面 積 計 算 7月～9月 ・杭の測量を基に、面積を測定します。

・土地所有者の方に、閲覧簿案、地籍図案を閲覧し

閲　　　覧 2月 　てもらい、誤り等がないか確認してもらいます。

　（閲覧期間は20日間）

認 証 請 求 5月 ・県知事、国土交通大臣の認証を受けます。

・認証を受けたものを、登記所に送付し、

　登記完了後、備付けられます。

・土地所有者全員に、事業が完了したことの通知と、

　面積計算書を送付します。

※二重線の部分は、土地所有者のみなさんに直接ご協力していただく作業です。

9月事業説明会

一筆地調査

１
年
目

2
年
目

3
年
目

※事業計画ですので、変更する場合があります。

事 業 完 了 9月

◇◆◇　地　籍　調　査　事　業　の　流　れ　◇◆◇

10月

12月～3月測　　　量

6月～8月登記所送付

地
籍
調
査
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す

※町民のみなさんのご協力で、
　地籍の明確化を
　　実現しましょう！


